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要 旨
【目的】新型コロナウイルス感染症拡大下の看護学生の自己調整学習方略の因子構造を確認し、自己調整

学習方略の使用状況に対する学年および授業形態の満足度の影響を明らかにし、看護学生の今後の主体的

な学びを支える示唆を得る。【方法】日本看護系大学協議会の会員校290校に在籍する１～４年生を研究対

象者とした。質問紙は、学年、遠隔授業と対面授業の満足度、自己調整学習方略から構成され、

SurveyMonkeyを通し2022年３月～４月に調査した。【結果】586件の回答があり、回答に不備のあった調

査票を除き、578件の回答を分析対象とした。自己調整学習方略の因子分析の結果６因子が抽出された。

また、自己調整学習方略と授業の満足度や学年の関係が明らかになった。【結論】自己調整学習方略の特徴

は、学習計画を立てることばかりではなく、それに連動して学習を振り返ることやご褒美を与えることが

加わり、学習を振り返るときには上手くできなかった理由を考え、学習の仕方に関する工夫をすることで

あった。高校から大学へと学ぶ環境が変わった１年生にとって重要な自己調整学習方略は、ノートをとる

ことであった。また、１年生は、大学の本来的機能を求めているが、学業とプライベートの両立を目指す

方略を実施していた。自己調整学習方略を実行できる学生ほど、遠隔授業の満足度が高く、自己調整学習

方略を身に着けることを支援する必要がある。
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Abstract
[ Purpose] We confirm the factor structure of self-regulated learning strategies in nursing students during

the COVID-19 pandemic, and clarify the effects of grade and class format satisfaction on the use of

self-regulated learning strategies. Based on these, we obtain suggestions to support future proactive

learning of nursing students. [Methods] First-year to fourth-year students enrolled in 290 member

schools of the Japan Association of Nursing Programs in Universities served as the subjects of this study.

The questionnaire used consisted of grade, satisfaction with remote and face-to-face classes, and

self-regulated learning strategies, and the survey itself was conducted from March to April 2022 through

SurveyMonkey. [ Results] We received 586 responses, of which 578 responses were analyzed after

excluding questionnaires with incomplete responses. Six factors were extracted as a result of factor

analysis of self-regulated learning strategies. In addition, the relationship between self-regulated
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１．はじめに
令和２年４月からの新年度において、全国の大

学では遠隔授業の準備を開始し、前期には約６割

の大学が遠隔授業を実施した(文部科学省、2020)。

山内(2021)は、遠隔授業を受けた学生の評価をし

ており、「オンライン学習の双方向化、ハイブリッ

ド学習の推進、正課外学習の支援という方向性を

提案」しているが、「知識習得型のオンライン授業

に対しては学生が一定の評価をしている」と述べ

ている。一方、山田(2020)は、オンライン授業に

関し「その質は多様であり、質も高く、オンライ

ン授業そのものが進展しているところから、質も

それほど高くないところなど現時点では質の保証

が一定であるとはいいがたい」と述べており、遠

隔授業は、授業の展開の仕方により、評価が分か

れている。また、鷲尾(2021)は、遠隔授業が対面

授業に代替できない理由等を調査で抽出してお

り、遠隔授業を遂行する課題も挙がっている。こ

のように、遠隔授業を提供する大学側にも課題は

あるが、学習者自身が学習意欲を保持し、どのよ

うに主体的に学習に取り組むかということにも着

目する必要がある。

授業形態が多様化する中で注目されるのが、自

己調整学習（self-regulated learning）である

(Zimmerman、1998)。伊藤(2008）は、自己調整

学習を「学習者がメタ認知、動機づけ、行動にお

いて自分自身の学習過程に能動的に関与している

こと」と定義しており、他者から言われるのでは

なく、自ら持続的に学ぶ状況をつくることが重視

され(神藤、2017)、学習者がメタ認知、動機づけ、

行動において自分自身の学習過程に能動的に関与

する学習を指す、すなわち学習方略と考えられる

(Pintrich、2004)。また、五十嵐(2020)は、「自己

調整学習方略の使用程度が高いほど主体的な学習

態度を取り易い」と述べており、主体的な学習態

度が求められる遠隔授業の評価視点として、自己

調整学習方略は有効であると考えられる。

新型コロナウイルス感染拡大による多様な授業

形態においても、看護学生が学習意欲を維持し、

自己調整学習者としての方略を身につけながら、

看護学を学ぶことは、看護専門職者として、生涯

を通して学ぶ姿勢を獲得することにもつながる。

２．研究目的
新型コロナウイルス感染症拡大下の看護学生の

自己調整学習方略の因子構造を確認し、自己調整

学習方略の使用状況に対する学年および授業形態

の満足度の影響を明らかにし、看護学生の今後の

主体的な学びを支える示唆を得る。

３．研究の枠組
五十嵐(2020)や松島ら(2021)は、授業の評価に

対する自己調整学習方略の影響を調べている。し

かし、授業評価が高いあるいは低い学生の自己調

整学習方略の程度を検討した研究は見当たらな

い。また、五十嵐(2019)は、学年が自己調整学習
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learning strategies and class satisfaction and grade was clarified. [ Conclusion] Self-regulated learning

strategy characteristics included not only the creation of a learning plan but also reflections on learning

and the giving of rewards in conjunction with it.Moreover, first-year students were found to be seeking

out the inherent functions of universities and implementing strategies aimed at achieving a balance

between their studies and their private lives. Students who are able to implement self-regulated learning

strategies are more satisfied with distance learning and need to be supported to acquire self-regulated

learning strategies.

Key words: Self-regulated learning strategies, nursing college students, face-to-face classes, remote

classes



方略に及ぼす影響を検討している。これらの結果

も踏まえ、本研究では、研究の枠組を図１のよう

に考えた。

１年生や２年生は、大学に入学したものの、

COVID-19の影響により最初から慣れない遠隔授

業を受講することとなり、高校生と大学生の学習

の仕方の違いの影響が出るものと考え、学年が自

己調整学習方略に影響するものと考えた。また、

自己学習調整方略が実施できる学生は、その結果

として授業の満足度が上がるであろうことは、先

行研究からも予想されるが、満足度が自己調整学

習方略にフィードバックされ作用していることも

考えられることから、授業の満足度から自己調整

学習方略への影響を調べることとした。

学生の自己調整学習方略は、学年の影響を受け、

遠隔授業と対面授業の満足度の影響を受けると考

える。また、遠隔授業と対面授業の満足度は、自

己調整学習方略の影響があるものと考えた。

４．研究課題
１）新型コロナウイルス感染症拡大下の看護系大

学学生の自己調整学習方略の因子構造を明ら

かにする。

２）自己調整学習方略の使用状況に対する学年の

影響を明らかにする。

３）自己調整学習方略の使用状況に対する授業形

態の満足度の影響を明らかにする。

４）看護学生の今後の主体的な学びを支える示唆

を得る。

５．研究方法
１）データ収集期間

2022年３月３日～2022年４月15日

２）研究協力者

一般社団法人日本看護系大学協議会の会員校

290校に在籍する１～４年生を研究協力候補者と

する。

看護系大学の在籍する大学生は約25万人であ

り、これを母集団として、信頼度95％、精度(誤差）

５％、母比率0.5として標本数を算出した結果、

384であった。データの欠損も考慮して、約500件

の回収を目指した。調査は、SurveyMonkeyで作

成したWebアンケート調査とし、インセンティブ

がないことおよび調査形態から回収率は約10％と

見込んで、所属大学の承諾を得られた看護学生

5,000名程度を対象とした。

なお、研究の同意をしてから質問項目に回答す

る手順とした。

３）アンケート調査用紙の作成

アンケートは、看護学生の学年、遠隔授業と対

面授業の満足度、自己調整学習方略から構成され

ている。授業の満足度は、それぞれ－２～＋２の

５件法で測定した。自己調整学習方略は、石川ら

（2017）が大学通信教育課程の社会人学生の自己

調整学習方略を測定するために作成した大学通信

教育課程の社会人学生の自己調整学習方略尺度を

使用した。Ⅰ～Ⅴの５因子構造をしており、各因

子を構成する項目は、以下の通りである。本研究

では、計23項目について「－３まったくあてはま

らない」～「３よくあてはまる」の７件法で質問

した。尺度の信頼性・妥当性は、石川ら(2016)に

より検証済みである。また、尺度使用に関しては、

製作者の許可を得た(オリジナルは１～７の７件

法であるが、作成者の許可を得て－３～３の７件

法に変更した)。

第Ⅰ因子 学習方法を振り返る

① 課題やテストがうまくできなかったとき
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図１ 研究の枠組み



は、その理由を考える。

② 普段から学習内容に関連することをメモし

ておく。

③ 期限を守れなかったときは、その理由を考

える。

④ 教員に質問できなかったときは、その理由

を考える。

⑤ 学習が計画的にできたかどうか振り返る。

⑥ To Doリストを作成して、学習の優先順位

を決める。

⑦ どうすればもっと効率よく学習できるか考

える。

第Ⅱ因子 学習を工夫する

⑧ 学習内容を理解するために、すでに知って

いることと結びつけてみる。

⑨ 講義で教員が伝えたいことは何か、考えな

がら授業をきく。

⑩ 学習内容を理解するために、その内容に関

わる自分自身の経験がないか思い出してみ

る。

⑪ 集中して学習できる場所がある。

⑫ 学習内容を理解するために、ノートを取っ

たりメモを作ったりする。

⑬ 学習した内容を、仕事や生活にすぐに役立

てるつもりでいる。

第Ⅲ因子 大学の友人にたずねる

⑭ 学習していてわからないことがあったと

き、大学の友人にたずねる。

⑮ 大学の友人から、効率的な学習方法を教え

てもらう。

⑯ 課題がうまくできないときは、その理由を

大学の友人にたずねる。

第Ⅳ因子 学習計画を立てる

⑰ 課題の期限やテストの日程にあわせて、今

日はどこまで進めるか決める。

⑱ 課題の期限やテストの日程から逆算して、

学習の計画を立てる。

⑲ 学習するとき、何時までにどこまで進める

か決める。

⑳ 学習する時間帯を決めてある。

第Ⅴ因子 自分にご褒美を与える

㉑ 学習したあとに好きなことをする。

㉒ 仕事、学習、プライベートの比重を決めて

いる。

㉓ 学習したあとのご褒美を用意しておく。

４）データ収集・データ分析

データ収集は、各大学の部門責任者の承諾を得

た後、研究協力候補者への配布方法、配布数を別

紙にて返答いただいた。大学の希望する方法で研

究協力候補者に研究依頼・アンケート調査Webの

URLを配布いただいた。配布後、Web上の回答を

もって研究参加の同意とみなした。得られたデー

タは、研究課題に沿って分析した。

基礎統計、群間の差にはF検定とｔ検定、要因

の効果には分散分析および多重比較、構造分析に

は因子分析を利用した。有意水準は、５％未満と

した。

５）倫理的配慮

以下の９項目を考慮し、高知県立大学研究倫理

委員会の承認を得て実施した。

（１）施設および対象の自由意思を尊重するため

の配慮

（２）研究協力の撤回が自由にできること

（３）対象のプライバシーの保護について

（４）対象の心身の負担、不利益や危険性への配

慮について

（５）対象が受ける利益や貢献

（６）資料・データ等の適切な方法による保管

（７）研究結果の公表の仕方について

（８）研究協力者への支払い

（９）利益相反の有無について
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６．結果
5,190件配布し586件の回答があり(回収率

11.3％)、回答に欠損値のあった８件を除き、578

件の回答を分析対象とした(有効回答率98.6％)。

１）解答があった学年の人数

学年別内訳は、以下の図２の通りであった。

２）自己調整学習方略

平均値は棒グラフで、標準偏差は平均値と区別

し項目間の比較が容易になるように、敢えて折れ

線グラフで表示している(図３)。最も方略として

行っていたのは、「14．学習していてわからない

ことがあったとき、大学の友人にたずねる」で、

次いで「12．学習内容を理解するために、ノート

を取ったりメモを作ったりする」であった。最も

行っていない方策は、「22．仕事、学習、プライベー

トの比重を決めている」で、次いで「20．学習す

る時間帯を決めてある」であった。なお、今後記

載する「自己調整学習方略」は、本研究のデータ

に基づく自己調整学習方略である(山田ら，2022)。
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図２ 各学年の人数と(%)(山田ら，2022)

図３ 自己調整学習方略(山田ら，2022)



３）自己調整学習方略の因子構造

最尤法プロマックス回転、固有値１以上の条件

で因子分析を行った結果、回転前累積寄与率：

50.9％で、６因子が抽出された(表１)。
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表１ 因子分析の結果



４）自己調整学習方略の学年による差異

学年別の自己調整学習方略は、図４に示す通り

であった。

各自己調整学習方略において、学年による差異

があるものは、以下の通りであった。

（１）「12．学習内容を理解するために、ノートを

取ったりメモを作ったりする」方略

１年生の平均値は1.87(SD 1.05)、２年生 1.48

(SD 1.21)、３年生 1.65(SD 1.14)、４年生 1.71

(SD 1.18)で、分散分析の結果、有意水準５％で

学年の効果が認められ、１年生と２年生の間に有

意差が認められた(p<0.05)。(図５)

（２）「22．仕事、学習、プライベートの比重を決

めている」方略

１年生の平均値は0.44(SD 1.67)、２年生 －

0.08(SD 1.75)、３年生 －0.10(SD 1.76)、４年生

0.13(SD 1.85)で、分散分析の結果、有意水準５

％で学年の効果が認められ、１年生と３年生の間

に有意差が認められた(p<0.05)。(図６)
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図４ 自己調整学習能力の学年による差異

図５ 学年の差異による「12.学習内容を理解す

るために、ノートを取ったりメモを作った

りする」方略

図６ 学年の差異による「22.仕事、学習、プライ

ベートの比重を決めている」方略



５）授業の満足度

授業の満足度の平均値は、遠隔授業が0.92(SD

1.28)、対面授業が1.47(SD 1.11)であった。それ

ぞれの分散と平均値に差が認められ(p<0.01)、

遠隔授業より対面授業の満足度の方が高かった。

６）遠隔授業と対面授業の満足度の高低による自

己調整学習方略

各授業の満足度が＋１以上を満足度の高群、－

１以下を低群として層別した。遠隔授業の高群の

平均値は1.23(SD 1.51)、遠隔授業の低群 0.88

(SD 1.60)、対面授業の高群 1.19(SD 1.52)、対面

授業の低群 0.84(SD 1.61)であった。遠隔授業の

満足度高群/低群、対面授業の満足度高群/低群、

計４水準で、自己調整学習方略の各項目を分析に

おけるデータの繰り返しとして扱い、一元配置の

分散分析を行った。その結果、層別したことによ

る効果、即ち群の効果が認められた(p<0.01)。ま

た、多重比較の結果、遠隔高群と遠隔低群、遠隔高

群と対面低群、遠隔低群と対面高群、対面高群と対

面低群にそれぞれ有意差が認められた(p<0.01)。

７）遠隔授業の満足度が高群の自己調整学習方略

（１）「８．学習内容を理解するために、すでに

知っていることと結びつけてみる」方略

１年生の平均値は1.64(SD 1.10)、２年生 1.50

(SD 1.11)、３年生 1.48(SD 1.11)、４年生 1.95

(SD 0.76)で、分散分析の結果、有意水準５％で

学年の効果が認められ、２年生と４年生、３年生

と４年生の間に有意差が認められた(p<0.05)。

（２）「12．学習内容を理解するために、ノートを

取ったりメモを作ったりする」方略

１年生の平均値は2.00(SD 0.98)、２年生 1.49

(SD 1.30)、３年生 1.84(SD 1.10)、４年生 1.85

(SD 1.19)で、分散分析の結果、有意水準５％で
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図８ 遠隔授業と対面授業の満足度の高低による
自己調整学習方略

図９ 遠隔授業をポジティブに捉えている学生の
学年の差異による「8.学習内容を理解する
ために、すでに知っていることと結び付け
てみる」方略

図10 遠隔授業をポジティブに捉えている学生の
学年の差異による「12.学習内容を理解す
るために、ノートを取ったりメモを作った
りする」方略

図７ 遠隔授業と対面授業の満足度



学年の効果が認められ、１年生と２年生の間に有

意差が認められた(p<0.05)。

（３）「13．学習した内容を、仕事や生活にすぐに

役立てるつもりでいる」方略

１年生の平均値は1.83(SD 0.96)、２年生 1.35

(SD 1.29)、３年生 1.56(SD 1.20)、４年生 1.53

(SD 1.27)で、分散分析の結果、有意水準５％で

学年の効果が認められ、１年生と２年生の間に有

意差が認められた(p<0.05)。

（４）「22．仕事、学習、プライベートの比重を決

めている」方略

１年生の平均値は0.68(SD 1.58)、２年生 －

0.03(SD 1.82)、３年生 －0.04(SD 1.82)、４年生

0.11(SD 1.88)で、分散分析の結果、有意水準１

％で学年の効果が認められ、１年生と２年生、１年

生と３年生の間に有意差が認められた(p<0.05)。

８）遠隔授業の満足度が低群の自己調整学習方略

（１）「23．学習したあとのご褒美を用意してお

く」方略

１年生の平均値は0.05(SD 1.79)、２年生 0.72

(SD 1.75)、３年生 0.42(SD 2.18)、４年生 2.22

(SD 1.09)で、分散分析の結果、有意水準５％で

学年の効果が認められ、１年生と４年生(p<

0.01)、２年生と４年生(p<0.05)、３年生と４年

生(p<0.05)の間に有意差が認められた。

９）対面授業の満足度が低群の自己調整学習方略

（１）「４．教員に質問できなかったときは、その

理由を考える」方略

１年生の平均値は0.63(SD 1.48)、２年生 0.29

(SD 1.49)、３年生 0.33(SD 1.55)、４年生 －

0.02(SD 1.70)で、分散分析の結果、有意水準５

％で学年の効果が認められ、１年生と４年生の間

に有意差が認められた(p<0.01)。
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図11 遠隔授業をポジティブに捉えている学生の
学年の差異による「13.学習した内容を、仕
事や生活にすぐに役立てるつもりでいる」
方略

図12 遠隔授業をポジティブに捉えている学生の
学年の差異による「22.仕事、学習、プライ
ベートの比重を決めている」方略

図13 遠隔授業をネガティブに捉えている学生の
学年の差異による「23.学習したあとのご
褒美を用意しておく」方略

図14 対面授業をポジティブに捉えている学生の
学年の差異による「４．教員に質問できな
かったときは、その理由を考える」方策



７．考察
１）自己調整学習方略の因子構造

自己調整学習方略は、図３の通り行われている

方略とあまり行われていない方略があることがわ

かった。各項目の高低の解釈については、山田ら

(2023)の通りである。本研究は、これら方略の構

造を検討することとし、石川ら(2017)の自己調整

学習方略の尺度を利用しているため、石川らの因

子分析の結果も踏まえながら各因子の解釈をす

る。

第１因子は、石川らの第５因子(自分にご褒美

を与える)の全ての変数に第４因子(学習計画を立

てる)の19番と20番とが加わっている。八木ら

(2021)の研究結果でも、「学習計画を立てる」と「自

分にご褒美を与える」の間に正の相関があったと

報告されており、両者は同様の挙動をしているこ

とがわかる。対面授業と遠隔授業を交えた慣れな

い変則的な授業であり、本研究の結果は慣れない

学習環境においてご褒美を与える目的が明確であ

ることから、石川らとは異なり、学習計画を立て

て計画通りに学習が遂行できたらご褒美を与える

という方略と考え、「学習計画を立て自分にご褒

美を与える」と命名した。

第２因子は、石川らの第１因子(学習方法を振

り返る)の一部と第４因子(学習計画を立てる)の

一部の変数から構成されているが、選択された変

数の内容から、振り返りの要素は薄く普遍的には

学習計画が中心となっている。そこで、「学習方

法を振り返りながら学習計画を立てる」と命名し

た。

第３因子は、全て石川らの第一因子(学習方法

を振り返る)で構成されていた。前述の通り第２

因子にも学習方法を振り返る変数が含まれている

が、第３因子では振り返りの中にその理由を考え

るという変数が含まれており、それを考慮して「学

習方法を振り返り理由を考える」と命名した。

第４因子は、石川らの第２因子(学習を工夫す

る)のみで構成されていた。この因子に属さない

石川らの第２因子の他の変数との差異は、学習過

程にかかわる思考に関する変数であることから、

石川らの結果と同様に「学習を工夫する」と命名

した。

第５因子は、石川らの第３因子(大学の友人に

たずねる)と全く同様の変数構成であったため「大

学の友人にたずねる」と命名した。

第６因子は、石川らの第２因子(学習を工夫す

る)と、第１因子のメモに関する内容であった。

包括的には学習を工夫することであるが、本研究

の第４因子を考慮すると、学習をどの様にするか

というところに焦点が絞られていると考えられ、

「学習の仕方を工夫する」と命名した。

以上の因子の命名から、石川らの結果と異なる

のは、「学習計画を立てる」ことばかりではなく、

それに連動して「学習を振り返る」ことや「ご褒

美を与える」ことが加わっている。山下(2020)に

よれば、「学習計画を立てる」は自己調整学習のプ

ロセスの「予見段階」に当たり、その後「遂行段

階」そして最後に「内省段階」となり、この中に

「学習を振り返る」ことや「ご褒美を与える」など

の内省や動機付け等が含まれ、本研究と同様で

あった。以上のことからも、因子分析の結果は、

看護系大学生の遠隔授業を含む授業形態における

自己調整学習方略の特徴を表しており、妥当で

あったと考えられる。

２）自己調整学習方略と学年の関係

図４の通り、各方略において学年の差異がある

ことがわかる。各方略で学年の効果があったもの

に関して考察する。

図５は、「12．学習内容を理解するために、ノー

トを取ったりメモを作ったりする」方略に学年の

効果が認められ、１年生と２年生の間に有意差が

あり、１年生の方がこの方略を実行していた。増

田ら(2015)は、「ノートをとることは、大学で授業

を受けて学ぶ上で重要な技術」であると述べ、「教

員の説明から要点を読み取って書き溜めるという

ことが大学生に求められる受講姿勢」だとしてお

り、高校から大学へと学ぶ環境が変わった１年生
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にとっては、特に重要な方略であると考えられる。

図６は、「22．仕事、学習、プライベートの比重

を決めている」方略に学年の効果が認められ、１

年生と３年生の間に有意差があり、１年生の方が

行われていることがわかった。胡(2014)によれ

ば、１年生は「専門的な知識や技術の学び、資格

や免許取得など大学の本来的機能を求め」ている

が、清水ら(2013)は、課外活動の重要性を指摘し、

課外活動は「クラブ活動やアルバイトが規律性・

状況把握力・主体性・柔軟性などに関係している

ことが明らかになった」と述べており、大学の本

来的機能ばかりではなく課外活動などのプライ

ベートとのバランスが重要であると考えられる。

奥宮ら(2015)によれば、「学業に対する意識が高

い人は、課外活動と学業とのバランスは必然的に

取れてくると考えられる」と述べており、大学の

本来的機能をより求めている１年生は、「22．仕

事、学習、プライベートの比重を決めている」方

略を行うことにより、学業とプライベートの両立

を目指しているものと考えられる。

３）自己調整学習方略と授業の満足度と学年の関係

図７は、遠隔授業と対面授業の満足度の比較で、

対面授業の平均値が高く分散も少なく、遠隔授業

に比して対面授業に満足していることがわかる。

これまで通常行って来た対面授業に比して、特別

な遠隔授業の満足度が低いことは容易に想像でき

るが、遠隔授業をポジティブに捉えている学生は

対面授業も同様であるが、自己調整学習方略の実

行度が高く(図８)、山下(2016)も「満足感が自己

調整学習ストラテジーの使用を促し、学習を継続

させていることが明らかになった」と述べており、

同様の結果であった。以上の結果も踏まえ、各授

業形態の満足度の高低により、学年別の自己調整

学習方略の実行度がどのようになっているか、各

方略で学年の効果があったものに関して考察す

る。遠隔授業をポジティブに捉えている学生の

「８．学習内容を理解するために、すでに知って

いることと結びつけてみる」方略は図９の通りで、

学年の効果が認められ、２年生と４年生、３年生

と４年生の間に差が認められ、４年生の実施度が

高かった。この方略は、「学習を工夫する」因子に

属し、大学での学習経験の長い４年生が実行し易

かったと考えられる。同様に、図10の遠隔授業を

ポジティブに捉えている学生の「12．学習内容を

理解するために、ノートを取ったりメモを作った

りする」方略は、図５の層別前の結果とほぼ同様

の結果となった。図11の遠隔授業をポジティブに

捉えている学生の「13．学習した内容を、仕事や

生活にすぐに役立てるつもりでいる」方略も前述

の12番の方略と同様の結果であり、１年生は、大

学に入学したばかりなので、なりたい自分即ち仕

事を意識しており、この方略の実行度が高くなっ

たと考えられる。石川(2019)によれば、オンライ

ン大学の学生におけるメタ課題の学習への活用の

調査において「効率の良い学び方は仕事にもヒン

トになる」ことを指摘し、学生は「大学での学習

だけでなく仕事でどう生かすかについて記述して

いた」と述べており同様の結果であった。

図12は、遠隔授業をポジティブに捉えている学

生の「22．仕事、学習、プライベートの比重を決

めている」方略で、層別前と同様の傾向であった

が、１年生と３年生の差異に加え、１年生と２年

生の間にも差が認められた。

図13は遠隔授業をネガティブに捉えている学生

の「23．学習したあとのご褒美を用意しておく」

方略で、全体的に分散が大きいものの、４年生と

全ての学年との差がみとめられた。穴井(2020)は

「ご褒美の有無によって成績の差に有意差がみら

れた」と報告しており、大学での学習経験が長い

４年生が、この方略を活用していることがわかる。

図14は対面授業をネガティブに捉えている学生

の「４．教員に質問できなかったときは、その理

由を考える」方略で、１年生と４年生に差が見ら

れ、１年生がこの方略を実施していた。氷見ら

(2018)は、高校の授業において「生徒自身が「問

い」を見いだして「知りたい」という知的好奇心

を保ちながら意欲的に学習に取り組むとともに、
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その都度学んだ過程を振り返る（メタ認知思考）

授業展開が理想的と考えられる」と述べており、

これにかかわるアクティブ・ラーニングに関し学

習指導要領にも主体的な学びや対話的な学びにつ

いて記載されている(文部科学省、2017)。このこ

とからも、1年生は前年度まで経験した高校の授

業において、質問することの意義を理解し、この

様な結果になったと考えられる。

４）新型コロナウイルス感染症拡大下の看護学生

の主体的な学びを支える示唆

以上の考察から、遠隔授業と対面授業の満足度

には差異があるものの、遠隔授業と対面授業の満

足度が高い学生は、自己調整学習方略の実施度も

高く、両授業の方略の実施度には差が無いことが

分かり、自己調整学習方略を、学生に如何に身に

着けさせるかが重要と考えられる。大学における

学びの基礎は、自主的な学習(岐阜大学教養教育

推進センター、2009)であるが、学生が自己調整学

習方略を理解し、自身で方略を制御し利用できる

ようになれば、対面授業でも遠隔授業でも自主的

な学習を進めることができる。学生に自己調整学

習方略を獲得する方法として、自己調整学習方略

の獲得状況を自己評価させる方法などがあり(ニ

ルソン、2019)、これらを授業に組み込み、自己調

整学習方略の活用を促す必要がある。

８．結論
本研究で得られた自己調整学習方略の特徴は、

学習計画を立てることばかりではなく、それに連

動して学習を振り返ることやご褒美を与えること

が加わり、学習を振り返るときには上手くできな

かった理由を考え、学習の仕方に関する工夫をす

ることであった。

自己調整学習方略の学年による差異は、高校か

ら大学へと学ぶ環境が変わった１年生にとって、

大学で授業を受けて学ぶ上で重要な技術である

ノートをとることは、重要な方略であることがわ

かった。また、１年生は、専門的な知識や技術の

学び、資格や免許取得など大学の本来的機能を求

めているが、仕事、学習、プライベートの比重を

決める方略を実施することにより、学業とプライ

ベートの両立を目指しているものと考えられた。

また、学習の基本として、学習内容を理解するた

めに、学んだことをすでに知っていることと結び

つけたり、特に遠隔授業により難しくなっている

教員への質問に関し、できなかったときはその理

由を考える、などの方略が必要である。

自己調整学習方略を実行できる学生ほど、遠隔

授業の満足度が高く、自己調整学習方略を身に着

けることを支援する必要がある。また、このこと

は、対面授業においても同様であるが、対面授業

に比して遠隔授業の満足度が低いことから、遠隔

授業においては特に重要である。
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